
寛
延
四
年
版
「
続
古
事
談
」
に
つ
い
て

、
、

古
今
著
聞
集
説
話
伝
承
関
係
一

士ノ〔）X

村

有乏

弘掌

 
周
知
の
ご
と
く
、
説
話
集
「
古
今
著
聞
集
」
は
、
橘
成
季
の
手
に
よ
っ
て
、

建
長
六
年
（
一
二
五
四
）
十
月
に
成
立
し
た
。
現
在
流
布
し
て
い
る
「
古
今
著

聞
集
」
収
載
説
話
七
百
余
話
が
、
す
べ
て
成
季
一
人
の
手
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
註
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た
こ
と
は
す
で
に
否
定
さ
れ
て
お
り
、
成
季
以
後
、
「
早
縄
抄
」
・
「
十
訓
辞
」

な
ど
か
ら
追
記
抄
入
さ
れ
た
こ
と
が
明
き
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、

現
存
流
布
「
古
今
著
聞
集
」
の
形
態
が
い
つ
ご
ろ
で
き
上
っ
た
の
か
、
換
言
す

れ
ば
橘
成
季
以
後
の
後
人
に
よ
る
追
記
抄
入
が
い
つ
ご
ろ
行
わ
れ
た
か
と
い
う

問
題
が
出
て
く
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
よ
う
と
思
う
が

他
の
説
話
集
へ
の
影
響
か
ら
考
え
て
、
成
丈
死
後
、
そ
れ
ほ
ど
遠
か
ら
ぬ
こ
ろ

の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。

 
か
つ
て
、
小
林
忠
雄
氏
は
、
第
二
の
「
十
二
抄
」
と
し
て
、
 
「
寝
覚
記
」
を

 
 
 
 
 
 
を
 

詳
細
に
論
じ
ら
れ
た
。
ど
こ
ろ
で
本
論
文
の
題
目
に
か
か
げ
た
寛
延
四
年
版

「
続
古
事
談
」
は
、
ま
さ
に
第
二
の
「
古
今
著
聞
集
」
と
で
も
称
す
べ
き
も
の

で
あ
る
。
現
在
流
布
し
て
い
る
「
続
古
事
談
」
 
（
群
書
類
従
所
収
）
は
、
編
者

は
未
詳
で
あ
る
が
、
そ
の
成
立
は
建
保
七
年
（
．
＝
二
九
）
四
月
三
日
と
殿
文
に

記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
よ
り
明
確
で
あ
る
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
「
続
古
事
談
」

は
、
本
論
文
の
題
目
に
あ
え
て
「
寛
延
四
年
版
」
と
附
し
だ
よ
う
に
、
建
保
七

年
成
立
の
「
続
古
事
談
」
と
は
異
な
る
。
「
国
書
総
目
録
」
 
（
岩
波
書
店
）
に

も
、
こ
の
寛
延
四
年
版
「
続
古
事
談
」
の
項
は
見
ら
れ
ず
、
一
般
の
目
に
あ
ま

り
ふ
れ
る
こ
と
な
く
野
に
放
郷
さ
れ
て
い
た
感
が
あ
る
。

 
寛
延
四
年
版
「
続
古
事
談
」
は
、
そ
の
序
文
に
、

 
 
 
 
 
叙

 
 
た
う
と
く
あ
や
し
く
や
さ
し
く
お
そ
ろ
し
き
こ
と
と
も
を
う
ち
ま
せ
か
き

 
 
し
る
し
て
古
事
談
と
な
つ
け
さ
き
に
世
に
行
は
れ
ぬ
と
此
ふ
み
に
続
の
字

 
 
を
か
う
む
ら
し
む
る
は
古
事
談
に
も
れ
ぬ
る
こ
と
を
又
ゑ
ら
ひ
の
へ
し
か

 
 
ゆ
へ
な
る
へ
し
寛
延
よ
つ
の
と
し
さ
っ
き
は
し
の
九
日
浪
華
真
筆
雲
水
子

 
 
こ
れ
を
し
る
す

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
叙
」
よ
り
推
測
す
る
に
、
浪
華
燭
逸
雲
水
子
な
る

人
物
が
何
者
で
あ
る
か
未
詳
と
い
わ
ぎ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
続

古
事
談
」
を
こ
の
人
物
が
編
輯
し
た
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
・

「
続
の
字
を
か
う
む
ち
し
む
る
は
古
事
談
に
も
れ
ぬ
る
こ
と
を
又
ゑ
ら
ひ
の
へ

し
か
ゆ
へ
な
る
へ
し
」
と
本
書
に
「
続
の
字
」
が
附
さ
れ
た
理
由
を
推
定
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
浪
華
真
逸
雲
水
子
が
こ
の
「
叙
」
を
記
し
た
の
は
、
本
書
を

刊
行
す
る
時
に
附
加
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
結
局
、
こ
の
「
続
古
事
談
」
は
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'

寛
延
四
年
以
前
に
す
で
に
世
に
流
布
し
て
い
た
こ
と
と
推
察
し
得
る
の
で
あ

る
。
た
だ
、
こ
こ
で
断
っ
て
お
き
た
い
の
は
、
後
に
記
す
本
書
の
各
説
話
題
目

と
朗
話
の
一
、
覧
表
を
見
て
も
分
る
よ
う
に
、
直
接
の
伝
承
関
係
の
有
無
は
問
わ

な
い
に
せ
よ
、
 
「
古
事
談
」
に
類
話
を
認
め
得
る
も
の
も
本
書
に
収
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
厳
密
に
言
え
ば
、
「
古
事
談
に
も
れ
ぬ
る
こ
と

を
又
ゑ
ら
ひ
の
へ
し
か
ゆ
へ
な
る
へ
し
「
と
い
う
真
逸
雲
水
子
の
推
定
は
正
し

く
は
な
い
。
真
意
雲
水
子
の
推
定
が
厳
密
に
は
正
し
く
な
い
と
い
う
こ
と
を
一

応
さ
し
ひ
か
え
て
、
 
「
叙
」
に
述
べ
た
と
こ
ろ
に
そ
っ
て
い
う
と
、
直
江
兼
撰

「
古
事
談
」
の
「
続
」
篇
と
い
う
意
味
で
本
書
が
成
立
し
た
と
い
う
の
で
あ

る
。
「
古
事
談
」
と
群
書
類
従
所
収
本
「
続
古
事
談
」
の
各
巻
の
題
目
を
比
較
・

し
て
見
る
と
、

第 第 第 第 第 第 三
六 五 四 三 二 一
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雨

と
い
う
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
各
巻
題
目
の
異
同
は
あ
る
も
の
の
「
続
古
事

談
」
は
明
き
ら
か
に
「
古
事
談
」
の
部
立
に
倣
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
寛
延

四
年
版
「
続
古
事
談
」
に
は
、
各
巻
の
題
目
は
附
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
意
味

で
組
織
構
成
に
お
い
て
寛
延
四
年
版
「
続
古
事
談
」
は
、
群
書
類
従
所
収
「
続
．

古
事
談
」
ほ
ど
影
響
を
受
け
て
は
い
な
い
と
い
え
る
。
そ
の
限
り
で
、
大
江
匡

房
が
「
日
本
往
生
極
楽
記
」
の
「
遺
漏
」
を
記
そ
う
と
し
て
「
続
本
朝
往
生

伝
」
を
編
纂
し
、
三
善
衆
意
が
、
「
続
本
朝
往
生
伝
」
の
「
遺
漏
之
輩
」
を
記

．
そ
う
と
し
て
「
拾
遺
往
生
伝
」
・
「
後
拾
遺
往
生
伝
」
を
編
纂
し
、
又
沙
弥
蓮

禅
が
如
上
の
諸
往
生
伝
の
「
遺
漏
之
輩
」
を
記
そ
う
と
し
て
「
三
外
往
生
記
」

を
編
纂
し
、
藤
原
宗
友
が
、
同
じ
く
如
上
の
諸
往
生
伝
の
系
譜
を
引
い
て
、

「
近
」
き
「
往
生
人
」
の
「
大
概
」
を
「
本
朝
新
修
往
生
伝
」
に
「
粗
」
く
記

そ
う
と
し
た
と
い
う
諸
往
生
伝
の
系
譜
の
場
合
と
は
、
若
干
、
性
質
を
異
に
す

る
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
諸
往
生
伝
は
、
明
白
に
先
に
成
立
し
た
往
生
伝
を
意
9

識
し
て
い
た
の
に
対
し
、
寛
延
四
年
版
「
続
古
事
談
」
は
、
は
た
し
て
顕
兼
撰

の
「
古
事
談
」
を
意
識
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
も
疑
問
と
言
え
る
。
さ
ら
に
も

う
一
つ
言
え
る
こ
と
は
、
現
在
、
群
書
類
従
に
所
収
さ
れ
て
い
る
「
続
古
事

談
」
は
、
比
較
的
写
本
が
多
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
寛
延
四
年
版
「
続
古
事

談
」
の
編
者
は
、
こ
の
書
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
も
し

知
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
「
続
古
事
談
」
と
い
う
命
名
は
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ

．
つ
Q

 
と
こ
ろ
で
つ
と
に
本
書
の
「
叙
」
を
記
し
た
が
、
そ
こ
に
は
「
寛
延
よ
つ
の

と
し
さ
っ
き
は
し
の
九
日
浪
華
真
野
雲
水
子
こ
れ
を
b
る
す
」
と
書
か
れ
て
い

た
。
文
中
の
「
は
し
」
は
、
「
は
し
め
」
 
（
初
め
）
の
「
め
」
の
文
字
が
脱
し

た
も
の
と
見
る
と
、
寛
延
四
年
五
月
九
日
で
あ
り
、
「
は
し
」
 
（
端
）
と
見
た

場
合
は
、
五
月
二
十
九
日
を
意
味
す
る
か
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
「
末
つ
か

た
」
・
「
つ
ご
も
り
」
の
意
味
で
の
「
端
」
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、

ま
ず
「
初
め
」
の
「
め
」
の
字
が
脱
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
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寛
延
四
年
版
≒
続
古
事
談
」
の
結
構
は
、

 
 
続
古
事
談

 
 
続
古
事
談

 
 
続
古
事
談

 
 
続
古
事
談

 
 
続
古
事
談

 
 
続
古
事
談

と
な
っ
て
い
る
。

つ六五四三ニー
ま｝｝｝一り巻巻巻巻' 四三ニー

…
…
十
八
話

…
…
十
八
話

…
…
十
四
話

｝
巻
四
…
三
＋
四
話

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本
書
は
、
四
巻
六
冊
本
の
形
態
を
な
し
て
い
る
。

本
書
の
説
話
配
列
は
、
巻
一
冒
頭
に
「
古
今
著
聞
集
」
巻
一
神
祇
よ
り
二
話
採

録
し
、
第
七
・
八
・
九
ら
十
・
十
一
・
十
二
・
十
三
話
と
、
「
古
今
著
聞
集
」

巻
十
七
怪
異
・
変
化
よ
り
六
話
採
録
す
る
な
ど
、
粗
略
な
言
い
方
を
す
れ
ば

「
古
今
著
聞
集
」
よ
り
一
挙
に
何
話
か
の
説
話
を
採
る
と
い
う
の
が
、
そ
の
配

列
法
と
も
い
え
る
。
同
様
な
意
味
で
は
、
巻
二
第
十
．
第
十
一
・
第
十
二
・
第

十
一
二
・
第
十
六
・
第
十
七
・
第
十
八
、
巻
三
第
一
・
第
二
・
第
三
・
第
五
・
第

六
・
第
七
・
第
八
・
第
九
・
第
十
・
第
十
一
・
第
十
四
話
が
「
宇
治
拾
遺
物

語
」
よ
り
取
材
す
る
な
ど
、
い
う
な
ら
ば
、
先
行
説
話
集
よ
り
取
材
し
た
説
話

を
同
一
ヶ
所
に
ま
と
め
て
並
べ
る
と
い
う
形
式
が
う
か
が
わ
れ
る
。
し
か
し
、

そ
の
場
合
、
巻
一
第
一
話
．
同
時
に
第
二
話
に
共
通
す
み
も
の
は
神
の
示
験
で

あ
り
、
第
二
話
．
．
第
三
話
に
共
通
す
る
も
の
は
「
末
代
」
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
、
前
述
の
ご
と
く
、
「
古
今
著
聞
集
」
巻
十
七
怪
異
・
変
化
よ
り

七
話
取
材
し
て
い
る
の
は
、
同
類
説
話
を
集
め
て
羅
列
し
よ
う
と
し
た
「
続
古

事
談
」
編
者
の
意
図
が
う
か
が
え
る
。
つ
ま
り
、
「
続
古
事
談
」
編
者
は
、
同

類
説
話
を
同
一
箇
所
に
配
列
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
察
知
で
き
る
。
 
「
古
今
著

聞
集
」
の
説
話
配
列
法
は
、
各
巻
部
立
の
構
成
が
整
然
と
し
て
い
る
点
か
ら
も

寛
延
四
年
版
「
続
古
事
談
」
に
つ
い
て
 
1
古
今
著
聞
集
説
話
伝
承
関
係
1

同
類
説
話
を
各
巻
各
篇
に
集
め
た
こ
と
億
明
白
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
各

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
註
3

巻
各
篇
の
諸
説
話
を
年
代
順
に
配
列
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ゆ
え
に
、
「
続
古
事
談
」
に
見
る
同
類
説
話
配
列
法
は
、
 
「
古
今
著
聞
集
」
の

そ
れ
に
倣
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
そ
の
場
合
に
言
え
る
こ
と
一
は
、

「
続
古
事
談
」
は
、
一
つ
の
説
話
集
か
ら
同
一
箇
所
に
比
較
的
多
量
に
取
材
す

る
と
い
う
、
い
う
な
ら
ば
安
易
な
取
材
法
を
用
い
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

 
次
に
、
「
続
古
事
談
」
の
題
目
と
、
他
文
献
に
見
る
類
話
を
図
表
化
す
る
。

続
 
 
古
 
 
事
 
 
談

巻一

第
一

、．

u
春
日
大
明
神
衆
徒
の

軍
に
御
加
勢
の
事
」

第
二

「
俊
乗
房
太
神
宮
参
籠

の
事
」

第
三

「
江
帥
筑
紫
よ
り
上
洛

託
つ
み
た
る
ふ
ね
海
に

し
づ
み
し
事
」

第
四

「
疫
神
秀
句
を
貴
む

事
」

他

文

献

古
今
著
聞
集
巻
第
一
神
祇
第
十

五
話
「
隆
覚
法
印
…
…
」
・
百

錬
抄
・
興
福
寺
別
当
次
第
・
南

都
大
衆
入
洛
記
・
春
日
御
流
記

古
今
著
聞
集
巻
第
一
一
同
第
二

十
五
話
「
俊
乗
房
…
…
」
・
東

鑑
・
古
事
談
三
・
太
神
宮
参
詣

記古
今
著
聞
集
巻
第
三
政
道
忠
臣

第
七
話
「
匡
房
中
納
言
…
…
」

古
今
著
聞
集
巻
第
叫
文
学
第
十

話
「
い
つ
れ
の
年
に
か
：
し
…
」

・
江
談
抄
六
・
十
訓
抄
十
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第

六

第

五

第
七

第
八

 
 
 
事
」

第
九
．

 
 
 
事
L

第
十

第
十
一

第
十
二

三
位
入
道
行
能
天
人

古
A
「
著
聞
集
巷
第
七
能
圭
日
第
山
ハ

告
に
て
額
書
事
」

話
「
法
深
房
…
…
」

賭
弓
の
日
右
近
の
馬

古
今
著
聞
集
巻
八
孝
行
恩
愛
第

に
て
武
則
公
助
を
打

十
二
話
「
武
則
三
助
…
…
」
・

す
る
事
L

・
十
訓
抄
六
・
古
事
談
六
・
富
家

語
・
A
コ
昔
物
語
集
巻
十
九
第
二

ノ

十
六

龍
尾
道
に
大
蛇
お
ち

古
今
著
聞
集
三
三
十
七
怪
異
第

る
事
耀
顎
下

一
話
「
延
長
八
年
．
…
．
・
」

水
に
て
塔
を
つ
く
る

古
今
著
聞
集
巻
十
七
怪
異
第
三

」

話
「
同
じ
き
四
年
・
…
」

癖
の
神
水
を
の
む

古
今
著
聞
集
巻
第
十
七
変
化
第

L

九
話
「
五
の
宮
の
御
室
…
：
」

伊
豆
国
二
八
へ
月
来

古
今
著
聞
集
巻
第
十
七
変
化
第

三
」

十
二
話
「
承
安
元
年
…
…
」

「
近
江
守
露
霜
ば
け

古
今
著
聞
集
巻
第
十
七
変
化
第

の
に
あ
ふ
事
」

十
四
話
「
主
殿
頭
光
遠
…
…
」

「
天
狗
法
師
唯
蓮
坊

古
今
著
聞
集
巻
第
十
七
変
化
第

さ
ま
た
ぐ
る
事
」

七
話
「
建
保
の
頃
…
…
」

琶
第
十
三
 
「
か
ら
ね
こ
し
な
玉

 
 
 
を
と
る
事
」

第
十
四
 
「
経
頼
く
ち
な
は
に

 
 
 
あ
ふ
事
」

釘
十
五
 
「
新
羅
午
后
金
楊
の

 
 
 
事
」

第
十
六
 
「
一
一
仏
性
を
観
じ

 
 
 
て
遷
る
事
」

第
＋
七
「
内
記
上
人
法
印
塗

 
 
陽
師
の
紙
冠
を
破
る
事
」

第
十
八
 
「
宗
行
郎
等
虎
を
射

 
 
 
る
事
」

第
一

-
「
出
雲
寺
の
別
当
の
鯨

に
な
り
た
る
を
し
り
な

が
ら
殺
し
て
く
ら
ふ

事
」

古
今
著
聞
集
巻
第
十
七
変
化
第

二
十
二
話
「
観
教
法
印
…
…
」

今
昔
物
語
巻
二
十
三
・
宇
治
拾

遺
物
語
巻
十
四

今
昔
物
語
巻
十
六
第
十
九
・
宇
、

治
拾
遺
物
語
巻
十
四

宇
治
拾
遺
物
語
巻
十
二

今
昔
物
語
巻
十
九
第
三
・
宇
治

拾
遺
物
語
巻
十
ご

宇
治
拾
遺
物
語
巻
十
二

宇
治
拾
遺
物
語
巻
十
三
・
今
昔

物
語
巻
二
十

第
三

，
「
浄
蔵
が
八
坂
の
坊
に

強
盗
入
事
」

第
三

「
河
原
院
に
と
を
る
公

の
霊
す
む
事
」

拾
遺
往
生
伝
中
・
宇
治
拾
遺
物

語
十
・
古
事
談
三
、

劇
談
抄
三
・
古
事
二
一
・
今
昔

物
語
巻
二
十
七
第
二
・
宇
治
拾

遺
物
語
巻
十
二
．
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第
四

 
 
 
 
 
 
は
く

「
金
将
山
の
金
を
箔
に

打
た
る
事
」

第
五

「
編
垂
と
い
ふ
賊
保
昌

に
あ
ふ
事
」

宇
治
拾
遺
物
語
十
二
噛

 
今
昔
物
語
巻
二
十
五
第
廿
・
宇

 
治
拾
遺
物
語
三
二

の

第
六

昌「

p
l
聴
法
の
場
に
て

秀
句
の
事
」

第
七

「
帝
の
御
幸
に
定
家
卿

合
点
の
事
」

第
六

「
唐
人
聴
法
の
場
に
て

秀
句
の
事
」

第
七
 
 
「
帝
の
御
尋
に
定
家
卿

 
 
、
合
点
の
事
」

第
八
 
「
絵
に
か
き
た
る
馬
田

 
 
 
を
あ
ら
す
事
」

第1  第
十1  九

「
甘
甘
上
人
の
形
を
絵

に
写
す
時
地
震
の
事
」

「
や
ま
ぶ
し
卜
い
の
り

か
へ
す
事
」

古
今
著
聞
集
巻
第
五
和
歌
山
十

二
話
「
或
所
に
…
…
」

古
今
著
［
聞
集
巻
第
五
和
歌
第
七

十
七
話
「
土
御
門
院
…
…
」

（
前
第
六
に
同
じ
。
印
刷
上
の

ミ
ス
）（

前
第
七
に
同
じ
。
）

古
今
著
聞
集
巻
斗
十
一
書
図
第

三
話
「
仁
和
寺
…
…
」

古
今
著
聞
集
巻
十
一
書
図
第
四

話
「
花
山
法
皇
…
…
」
・
今
昔

物
語
巻
十
二
第
三
十
四
・
本
朝

法
華
験
殿
中
・
元
亨
釈
書
十
ヂ

「
宇
治
拾
遺
物
語
七
三

寛
延
四
年
版
「
続
古
事
談
」
に
つ
い
て

1
古
今
謝
聞
集
説
話
伝
承
関
係
1

三
号
十
一
 
「
多
田
の
満
面
の
郎

 
 
 
等
発
心
の
事
」

第
十
二

宇
治
拾
遺
物
語
岡
三
・
今
昔
物

語
巻
十
七
第
二
十
四

 
「
水
黒
瀬
ど
の
㌧
む

さ
～
び
の
事
」

宇
治
拾
遺
物
語
巻
十
二
第
二
十

二

第
十
三
 
 
「
長
門
前
司
女
葬
送
 
宇
治
拾
遣
物
語
巻
三

 
 
，
の
時
本
所
に
帰
る
事
」

第
十
四
 
「
易
の
う
ら
な
ひ
し

 
 
 
て
金
と
り
出
す
事
」
．

第
十
五
 
「
五
穀
を
断
ひ
じ
り

 
 
 
偽
り
あ
ら
は
る
㌧
事
」

第
十
六
 
「
一
条
の
機
三
三
鬼

 
 
 
の
事
」

宇
治
拾
遺
物
語
巻
一

三

・
捜
三
三

今
昔
物
語
巻
二
十
八
第
二
十
四

・
文
徳
実
録
六
・
宇
治
拾
遺
物

語
巻
十
二
第
二
十
二

宇
治
拾
遺
物
語
巻
十
二
第
二
十

・
四
，

・
第
十
七
 
「
龍
門
の
聖
鹿
の
命

 
 
に
か
は
ら
ん
と
す
る
事
」
．

第
十
八
 
「
清
水
寺
に
二
千
度

 
 
 
参
籠
の
者
双
六
に
う
ち

 
 
 
い
る
㌧
事
」

第
一

「
し
ぎ
ぶ
の
た
ゆ
ふ
ね

し
げ
加
茂
の
御
正
躰
拝

見
の
事
」

宇
治
拾
遺
物
語
巻
一

三

・
古
事
談

宇
治
拾
遺
物
韮
繭
巻
山
ハ
・
古
本
説

一
週
い
集
・
A
コ
土
日
物
証
唄
巻
十
六
第
一
二

十
七

古
事
談
五
．
宇
治
拾
遺
物
語
巻

四
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第
二
 
 
「
三
婆
ぼ
さ
つ
龍
樹
ぼ
 
 
 
さ
つ
の
許
に
参
り
給
ふ
 
 
 
事
」

今
昔
物
語
巻
四
第
二
十
五
・
宇
治
拾
遺
物
語
巻
十
二
'
 
 
 
 
 
 
 
 
 
l
 
l
 
一

一
 
．
第
五
 
「
鄭
寸
寸
が
事
」
 
 
 
 
 
 
 
戸

宇
治
拾
遺
物
語
巻
十
二
・
後
漢
書
鄭
遣
戸
注

第
六
 
「
非
才
僧
魚
を
く
ふ
 
 
 
事
」

古
事
談
三
・
宇
治
拾
遺
物
語
四

第
七
 
「
増
賀
上
人
三
条
の
宮
 
 
 
に
参
り
給
ふ
事
」

巻四

第
八

「
慈
恵
僧
正
い
り
ま
め

は
さ
み
給
ふ
事
」

第
九

「
晴
明
蔵
人
少
将
を
封

ず
る
事
」

第
十

「
静
観
僧
正
雨
を
祈
る

法
験
の
事
」

第
十
一
 
「
同
僧
正
大
獄
の
岩

 
 
 
を
い
の
る
事
」

第
十
二
 
「
良
忍
上
人
融
通
念

 
 
 
仏
の
事
」

第
十
三

「
少
将
の
ひ
じ
り
往

生
の
事
」

第
十
四
 
「
尼
地
蔵
見
た
て
ま

 
 
 
つ
る
事
」

第
一

「
行
基
菩
薩
湯
の
山
の

薬
師
如
来
に
あ
ひ
た
ま

ふ
事
」

第
二

「
閻
魔
王
宮
に
お
い
て

千
万
部
の
法
花
経
よ
み

 
給
ふ
事
」

古
事
雷
害
・
宇
治
拾
遺
物
語
四

宇
治
拾
遣
物
語
二

打
聞
集
・
宇
治
拾
遺
物
語
二

日
本
往
生
極
楽
記
・
宇
治
拾
遺

物
語
二
・
私
聚
百
因
縁
集
九

古
今
著
聞
集
巻
二
釈
教
第
二
十
」

話
「
大
原
の
良
忍
…
…
」
．
三

外
往
生
記

古
今
著
聞
集
巻
二
釈
教
第
二
十

二
話
「
少
将
の
ひ
じ
り
…
」
・

拾
遺
往
生
伝
・
本
朝
高
僧
伝
・

長
明
発
心
集
・
元
亨
十
三

宇
治
拾
遺
物
語
巻
一
・
地
蔵
菩

薩
霊
験
記
・
今
昔
物
語
巻
十
七

第
一古

今
著
聞
集
巻
二
釈
教
第
二
話

「
行
基
菩
薩
…
…
」
・
・
日
本
書

紀古
今
著
聞
集
巻
第
二
釈
教
第
二

十
三
話
「
摂
津
国
に
…
・
：
」
・

冥
途
蘇
生
記
・
清
澄
寺
縁
起
・

平
家
物
証
帽
巻
⊥
ハ
・
源
平
成
里
鼓
記

巻
二
十
六
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、

第
三
 
 
「
蓮
華
王
院
に
八
功
徳
 
 
 
今
わ
く
事
」

古
今
著
聞
集
巻
上
釈
教
第
二
十
五
話
「
永
萬
元
年
-
-
」

第
四
 
「
寝
覚
法
印
一
念
多
念
 
 
 
の
沙
汰
の
事
」

古
今
著
聞
集
巻
ご
釈
教
第
三
十
六
話
「
後
鳥
羽
院
-
-
」

第
五
 
「
長
谷
の
観
音
夢
に
宝
 
 
 
珠
を
給
は
る
事
」

古
今
著
聞
集
三
二
釈
教
第
三
十
七
話
「
南
都
高
天
寺
…
…
」

第
六
 
 
「
観
音
悪
風
に
あ
ふ
舟
 
 
 
を
た
す
け
給
ふ
事
」

古
今
著
聞
集
巻
二
釈
教
第
三
十
九
話
「
弓
庭
彼
虎
…
…
」

第
七
 
 
「
康
忠
い
ぬ
に
生
る
㌧
 
 
 
事
」

古
今
著
聞
集
巻
二
十
魚
贔
禽
獣
第
十
七
話
「
後
白
河
院
：
：
」

第
八
 
「
範
久
あ
ざ
り
西
方
を
 
 
 
後
に
せ
さ
る
事
」

宇
治
拾
遺
物
語
五
・
続
本
朝
往
生
伝

第
九
 
「
加
茂
明
神
雅
経
の
寄
 
 
 
を
め
で
給
ふ
事
」

古
今
著
聞
集
巻
第
一
神
祇
第
三
＋
一
話
「
二
条
宰
相
…
…
」

第
十
 
「
孤
東
大
寺
の
仏
を
礼
 
 
 
拝
す
る
事
」

古
今
著
聞
集
巻
二
十
魚
鹸
禽
獣
第
四
話
「
承
平
の
頃
…
…
」

第
十
二
 
「
御
物
の
鷹
を
十
禅
 
 
 
寺
の
辻
に
つ
な
く
事
」

寛
延
四
年
版
「
続
古
事
談
」
に
つ
い
て
 
一
古
今
著
聞
集
説
話
伝
承
関
係
一

溜
十
二
 
「
小
式
部
の
内
侍
命

 
 
 
終
の
時
歌
よ
む
事
」

第
十
三
 
「
人
に
無
実
い
ひ
け

 
 
 
る
女
物
に
く
る
ふ
事
」

第
十
四
 
「
小
野
小
町
が
事
」

第
十
五
 
「
全
麻
の
曼
陀
羅
の

 
 
 
事
」

第
十
六
 
「
盲
目
な
る
人
前
生

 
 
 
魚
に
て
有
し
事
」

古
今
著
聞
集
巻
五
和
歌
第
三
十

四
話
「
同
じ
式
部
が
女
…
…
」

・
十
一
一
巻
十
・
沙
石
集
五
・

無
名
草
子

古
今
著
聞
集
巻
第
五
和
歌
第
四

十
七
話
「
中
納
言
通
俊
卿
子
…

…
」
・
北
野
縁
起
下
・
北
野
天

神
御
縁
起
・
荏
柄
天
神
縁
起
・

十
訓
抄
巻
四

古
今
著
聞
集
巻
尺
和
歌
第
四
十

一
話
「
小
野
小
町
…
…
」
・
宝

物
集
中
・
古
事
一
二
・
十
三
抄
．

二
・
玉
造
小
町
盛
衰
書
・
三
国

伝
記
十
二

古
今
著
聞
集
巻
第
二
釈
教
第
三

話
「
當
麻
の
寺
は
…
…
」
・
當

麻
曼
陀
羅
縁
起
・
上
子
太
子
拾

遺
記
・
私
聚
百
因
縁
十
七
・
元

亨
釈
書

古
今
著
聞
集
巻
第
一
神
祇
第
二

十
六
話
「
陥
照
野
に
・
：
：
・
」
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第
十
七
 
，
「
聖
寳
僧
正
鬼
に
あ

 
 
 
ふ
事
」

第
十
八
 
「
大
般
若
書
写
の
人

 
 
 
を
鬼
神
守
護
の
事
」

第
十
九
 
「
書
写
上
人
の
許
へ

冥
途
よ
り
使
た
つ
事
」

第
二
十
 
「
内
裏
女
房
ぬ
す
び

 
 
 
と
の
事
」

第
二
十
一
 
「
後
鳥
羽
院
御
乳

 
 
 
力
の
事
」

第
二
十
二
 
「
灰
を
食
で
飢
を

 
 
 
や
む
る
事
」

第
二
十
三
 
「
安
養
の
尼
の
も

 
 
 
と
へ
盗
人
い
る
事
」

第
二
十
四

 
 
 
事
L

「
清
瀧
川
の
聖
の

古
今
著
聞
集
巻
第
二
釈
教
第
八
話
「
聖
宝
僧
正
…
…
」
・
聖
宝
僧
正
伝
・
真
言
伝
・
明
匠
略
伝
・
東
大
寺
要
略
・
醍
醐
寺
縁
起

古
今
著
聞
集
巻
二
釈
教
第
三
十
八
話
「
神
祇
権
少
子
大
中
臣
親
守
…
…
」

l
 
t
 
i
古
今
著
聞
集
巻
第
二
釈
教
第
四
十
二
話
．
「
い
つ
の
頃
の
こ
と
に
か
-
-
」

．
宇
治
拾
遺
物
語
巻
十
三
・
今
昔
物
語
巻
二
十
第
三
十
九
・
古
事
談
三
・
長
明
発
心
集
四

 
右
記
図
表
化
し
た
も
の
が
、
寛
延
四
年
版
「
続
古
事
談
」
の
題
目
と
他
書
に

見
ら
れ
る
類
話
で
あ
る
。
こ
の
表
を
見
て
一
目
瞭
然
の
如
く
、
「
続
古
事
談
」

収
載
全
七
十
四
説
話
の
う
ち
、
十
二
第
六
「
唐
人
聴
法
の
場
に
て
秀
句
の
事
」

・
司
第
七
「
帝
の
御
湿
に
定
家
卿
合
点
の
事
」
の
二
話
が
三
二
に
於
い
て
印
刷

上
の
ミ
ス
の
た
め
重
複
し
、
三
三
第
四
「
僧
正
行
尊
の
事
」
に
お
け
る
「
古
今

著
聞
集
」
二
説
話
の
流
入
（
但
し
、
日
本
古
典
文
学
大
系
「
古
今
著
聞
集
」
は

二
説
話
で
は
な
く
し
て
一
説
話
と
し
て
い
る
）
と
い
っ
た
こ
と
を
念
頭
に
お
い

て
も
「
古
今
著
聞
集
」
が
四
十
二
話
と
い
う
全
体
の
二
分
の
一
丁
も
関
係
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
次
に
多
く
の
影
響
を
与
え
て
い
る
の
が
「
宇
治
拾

遺
物
語
」
で
あ
る
。
 
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
の
場
合
は
、
内
容
の
性
質
上
、
同
じ

類
話
と
し
て
「
今
昔
物
語
」
も
入
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
が
、
「
続
古
事
談
」

の
典
拠
を
考
え
る
上
で
、
「
古
今
著
聞
集
」
と
重
複
し
て
い
る
説
話
は
一
つ
も

な
い
。
つ
ま
り
、
「
続
古
事
談
」
所
載
説
話
総
数
七
十
四
話
の
う
ち
、
「
古
今

著
聞
集
」
が
四
十
二
話
・
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
が
三
十
二
話
と
合
計
七
十
四
話

が
、
．
「
古
今
著
聞
集
」
・
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
を
典
拠
と
し
た
か
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

 
「
古
今
著
聞
集
」
と
「
続
古
事
談
」
と
の
関
係
と
い
う
点
を
考
え
た
時
、

「
続
古
事
談
」
巻
一
第
二
「
俊
乗
房
太
神
宮
参
籠
の
事
」
．
同
第
三
「
江
帥
筑

紫
よ
り
上
洛
財
つ
み
た
る
ふ
ね
海
に
し
づ
み
し
事
」
・
同
第
五
「
三
位
入
道
行

能
天
人
の
告
に
て
額
二
王
」
・
同
第
六
「
賭
弓
の
日
右
近
の
馬
場
に
て
武
則
三

助
を
打
卜
す
る
事
」
・
同
第
九
「
癖
の
神
水
を
の
む
事
」
．
同
第
十
一
「
近
江

守
仲
兼
ぼ
け
も
の
に
あ
ふ
事
」
・
翼
翼
十
三
「
か
ら
ね
こ
し
な
玉
を
と
る
事
」

・
一
三
第
四
「
僧
正
行
尊
の
事
」
・
巻
四
第
二
「
閻
魔
宮
に
お
い
て
千
万
部
の

法
花
経
よ
み
給
ふ
事
」
・
同
第
五
「
長
．
谷
の
観
音
夢
に
宝
珠
を
給
は
る
事
」
・
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同
第
六
「
観
音
悪
風
に
あ
ふ
舟
を
た
す
け
給
ふ
事
」
・
同
第
九
「
加
茂
明
神
早

瀬
の
寄
を
め
で
給
ふ
事
」
・
同
色
十
三
「
人
に
無
実
い
ひ
け
る
女
物
に
く
る
ふ

事
」
・
同
第
十
六
「
盲
目
な
る
人
前
生
魚
に
て
有
し
事
」
・
同
第
十
七
「
聖
寳

僧
正
鬼
に
あ
ふ
事
」
・
同
第
十
九
「
書
写
上
人
の
許
へ
冥
途
よ
り
使
た
つ
事
」

・
同
第
二
十
「
内
裏
女
房
ぬ
す
び
と
の
事
」
・
同
第
二
十
三
「
安
養
の
尼
の
も

と
へ
盗
人
い
る
事
」
の
諸
説
話
は
「
古
今
著
聞
集
」
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
の

に
、
す
べ
て
冒
頭
に
「
む
か
し
」
と
い
う
語
が
附
さ
れ
て
い
る
。
建
長
六
年
（

一
二
五
四
）
成
立
の
「
古
今
著
聞
集
」
と
寛
延
四
年
版
の
「
続
古
事
談
」
と
の

間
に
お
け
る
五
百
年
間
の
差
と
い
う
も
の
も
、
 
「
む
か
し
」
と
い
う
語
の
附
記

と
無
縁
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
「
む
か
し
焔
と
い
う
語
に
注
目
し
た

時
、
 
「
続
古
事
談
」
巻
三
尺
十
四
「
尼
地
蔵
見
た
て
ま
つ
る
事
」
の
説
話
は
、

「
宇
治
拾
遺
物
語
」
を
典
拠
と
し
た
と
目
さ
れ
る
が
、
周
知
の
如
く
「
宇
治
拾

遺
物
語
」
冒
頭
文
は
「
今
は
昔
」
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
 
「
続
古
事
談
」
本
説

話
の
場
合
も
、
「
古
今
著
聞
集
」
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
「
む
か
し
」
で
統
一

さ
れ
て
い
る
。

 
「
続
古
事
談
」
と
「
古
今
著
聞
集
」
と
の
内
容
に
つ
い
て
見
た
場
合
、
右
記

の
如
く
「
続
古
事
談
」
冒
頭
に
附
寵
さ
れ
て
い
る
「
む
か
し
」
は
と
も
か
く
ど

し
て
、
 
「
続
古
事
談
」
巻
一
第
一
「
春
日
大
明
神
衆
徒
の
軍
に
御
加
勢
の
事
」

・
第
三
「
江
帥
筑
紫
よ
り
上
洛
財
つ
み
た
る
ふ
ね
海
に
し
づ
み
し
事
」
・
第
六

「
賭
弓
の
日
右
近
の
馬
場
に
て
武
則
公
助
を
貯
蓄
す
る
事
」
・
第
七
「
龍
尾
道

に
大
蛇
お
ち
け
る
事
山
開
蝋
ハ
禁
幽
殿
ノ
」
．
第
九
「
獲
の
神
水
を
の
む
事
」
．
'

第
十
一
「
近
江
即
下
兼
ば
け
も
の
に
あ
ふ
事
」
．
第
十
二
「
天
狗
法
師
唯
蓮
坊

を
さ
ま
た
ぐ
る
事
」
・
第
十
三
「
か
ら
ね
こ
し
な
玉
を
と
る
事
」
・
巻
二
第
六

「
唐
人
聴
法
の
場
に
て
秀
句
の
事
」
・
第
八
「
絵
に
か
き
た
る
馬
田
を
あ
ら
す

寛
延
四
年
版
「
続
古
事
談
」
に
つ
い
て
 
一
古
今
著
聞
集
説
話
伝
承
関
係
一

事
」
・
第
九
「
性
器
上
人
の
形
を
絵
に
写
す
時
地
震
の
事
」
・
雷
門
第
四
「
僧

正
行
尊
の
事
」
・
第
七
「
康
忠
い
ぬ
に
生
る
㌧
事
」
・
第
九
「
加
茂
明
神
雅
経

の
寄
を
め
で
給
ふ
事
」
・
第
十
「
狐
東
大
寺
の
仏
を
礼
拝
す
る
事
」
・
第
十
一

「
御
物
の
鷹
を
十
禅
寺
の
辻
に
つ
・
な
く
事
」
・
第
十
三
「
入
に
無
実
い
ひ
け
る
．

女
物
に
く
る
ふ
事
」
・
第
十
六
「
盲
目
な
る
人
前
生
魚
に
て
有
し
事
」
・
第
十

な八
「
大
般
若
書
写
の
人
を
鬼
神
守
護
の
事
」
・
第
二
十
一
「
後
鳥
羽
院
御
勇
力

の
事
」
・
第
二
十
三
「
安
養
の
尼
の
も
と
へ
盗
人
い
る
事
」
の
諸
説
話
は
、
 
「

糠
脚古

今
著
聞
集
」
と
全
く
同
文
で
あ
る
。
小
異
と
い
う
点
で
は
、
「
続
古
事
談
」

巻
一
第
二
「
俊
乗
房
太
神
宮
参
籠
の
事
」
の
説
話
が
冒
頭
に
「
む
か
し
」
と
附

み
しせ

ら
れ
て
い
る
の
は
論
外
と
し
て
、
「
古
今
著
聞
集
」
末
尾
に
記
さ
れ
て
い
る

俊
乗
房
重
罪
に
関
す
る
「
た
二
人
に
あ
ら
ぬ
な
り
」
と
い
う
文
が
、
「
続
古
事

談
」
で
は
「
た
罪
人
に
あ
ら
さ
り
け
り
」
と
な
っ
て
い
る
。

 
以
下
、
本
文
上
の
小
異
と
い
う
点
で
述
べ
て
み
る
と
、
「
続
古
事
談
」
巻
三
第

十
二
「
良
忍
上
人
融
通
念
仏
の
事
」
は
、
「
古
今
著
聞
集
」
に
「
阿
弥
陀
仏
示

現
に
旧
く
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
「
阿
弥
陀
仏
示
現
し
て
曰
く
」
と
な
っ
て

お
り
（
た
だ
し
、
漢
文
で
書
い
た
場
合
、
問
題
と
な
る
の
は
「
碧
く
」
と
「
曰

く
」
の
違
が
い
の
み
で
あ
る
）
、
 
「
古
今
著
聞
集
」
 
「
示
現
」
の
言
葉
「
汝
行

不
思
議
」
以
下
は
、
「
続
古
事
談
」
で
は
書
き
下
し
文
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た

名
帳
に
書
き
記
さ
れ
て
あ
っ
た
「
奉
レ
請
念
仏
百
反
、
我
是
仏
法
擁
護
者
、
鞍

馬
寺
毘
沙
門
天
王
也
。
為
・
守
二
護
念
仏
結
縁
衆
一
、
所
二
来
入
一
品
目
と
い
う
文

は
全
く
両
書
癖
同
文
で
あ
る
が
、
こ
の
一
文
の
下
に
記
さ
れ
て
い
る
「
五
百
十

ドニ
黒
糖
レ
寝
入
給
へ
り
」
が
、
「
続
古
事
談
」
で
は
「
か
く
の
こ
と
く
入
給
へ

り
」
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。
又
、
良
忍
上
人
自
ら
往
生
を
遂
げ
た
由
を
大
原
覚

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゲ
 
 
 
ヲ
 
 
 
リ
 
 
 
 
 
 
 
ニ
 
 
ニ

厳
律
師
の
夢
に
告
げ
る
こ
と
ば
t
「
我
遂
ご
本
意
一
、
在
二
上
品
上
生
一
偏
融
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ノ

通
念
仏
力
也
云
々
」
 
（
古
今
著
聞
集
）
と
漢
文
で
あ
る
の
が
、
「
続
古
事
談
」

で
は
「
我
本
意
を
と
げ
て
。
上
品
上
生
に
あ
り
。
偏
に
融
通
念
仏
の
力
也
云
々

」
と
書
き
下
し
文
と
な
っ
て
い
る
。
「
続
古
事
談
」
巻
四
第
二
「
閻
魔
王
宮
に

お
い
て
千
万
部
の
法
花
経
よ
み
給
ふ
事
」
は
前
述
の
如
く
「
古
今
著
聞
集
」
三

二
に
三
面
が
あ
る
。
「
古
今
著
聞
集
」
冒
頭
の
「
摂
津
国
に
清
澄
寺
と
云
山
寺

あ
り
。
村
人
は
き
よ
ら
寺
と
そ
画
室
」
と
い
う
一
文
の
う
ち
「
清
澄
寺
」
が
「

続
古
事
談
」
で
は
「
せ
い
て
う
し
」
と
音
読
し
た
形
に
な
っ
て
お
り
、
「
き
よ

し
寺
」
が
「
き
よ
ら
寺
」
と
な
っ
て
い
る
。
 
「
き
よ
ら
」
の
場
合
は
「
し
」
と

「
ら
」
の
字
体
類
似
に
よ
る
誤
写
と
思
わ
れ
る
。
「
続
古
事
談
」
巻
四
第
三
「

蓮
華
王
院
に
過
量
徳
水
わ
く
事
」
は
、
「
古
今
著
聞
集
」
巻
二
所
載
説
話
と
同

文
で
あ
る
。
た
だ
、
「
続
古
事
談
」
で
は
末
尾
に
「
蓮
花
王
豊
野
三
十
三
聞
堂

デ
リ
」
と
い
う
文
が
小
文
字
で
附
さ
れ
て
い
る
。
そ
レ
て
、
「
続
古
事
談
」
巻

四
第
四
「
聖
覚
法
印
惹
多
念
の
沙
汰
の
事
」
は
い
や
狗
煉
、
編
集
」
巻
二
所

載
説
話
と
同
内
容
で
あ
る
が
、
「
著
聞
集
」
で
「
聖
 
覚
」
 
（
元
禄
三
年
刊
本

）
が
「
続
古
事
談
」
で
は
「
せ
い
が
く
」
、
「
近
来
専
修
の
輩
］
が
、
「
続
古

事
談
」
で
は
「
近
来
専
修
念
仏
の
と
も
が
ら
」
と
な
っ
て
い
る
。
 
「
続
古
事
談

」
十
四
第
五
「
長
谷
の
観
音
夢
に
宝
珠
を
給
は
る
事
」
は
、
「
古
今
著
聞
集
」

巻
二
収
載
説
話
と
同
内
容
で
あ
る
。
た
だ
し
、
層
「
古
今
著
聞
集
」
冒
頭
で
「
南

都
高
天
寺
に
住
む
僧
あ
り
け
り
」
ど
な
っ
て
い
る
の
が
、
「
続
古
事
談
」
で
は

「
な
か
し
や
ま
と
の
国
困
高
天
寺
に
す
む
僧
あ
り
け
り
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
続

古
事
談
」
巻
四
第
六
「
観
音
悪
風
に
あ
ふ
舟
を
た
す
け
給
ふ
事
」
は
、
「
古
今
著

聞
集
」
巻
二
収
載
説
話
と
同
内
容
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
古
今
著
聞
集
」
で
は

「
愛
か
レ
こ
修
行
す
る
僧
」
 
（
元
禄
三
年
版
本
）
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
 
「
続

 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
な
た
こ
な
た

古
事
談
」
は
、
む
か
し
東
西
修
行
す
る
僧
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
続
古
事

談
」
巻
四
第
十
二
「
小
式
部
の
内
侍
命
終
の
時
言
よ
む
事
」
は
、
 
「
古
今
著
聞

集
」
巻
五
収
載
説
話
と
同
内
容
で
あ
る
。
が
、
「
古
今
著
聞
集
」
で
は
前
説
話

が
和
泉
式
部
の
話
な
の
で
本
説
話
で
は
「
同
じ
式
部
が
女
」
と
冒
頭
に
記
し
て

お
り
、
「
続
古
事
談
」
で
は
「
和
泉
式
部
が
む
す
め
」
と
い
う
形
に
し
て
い

る
。
 
「
続
古
事
談
」
巻
絡
第
二
十
「
内
裏
女
房
ぬ
す
び
と
の
事
」
は
、
「
古
今

著
聞
集
」
巻
十
二
収
載
説
話
と
ほ
と
ん
ど
同
文
で
あ
る
。
だ
が
、
「
古
今
著
聞

集
」
末
尾
の
「
ふ
し
ぎ
侍
り
け
る
こ
と
に
こ
そ
」
 
（
元
禄
三
年
版
本
、
宮
内
庁

書
陵
部
本
望
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
本
は
「
ふ
し
ぎ
侍
り
け
る
こ
と
よ
」
）

が
、
．
「
続
古
事
談
」
で
は
「
ふ
し
ぎ
侍
り
け
る
」
と
な
っ
て
い
る
。
 
「
続
古
事

談
」
巻
四
第
二
十
二
「
灰
を
診
て
飢
を
や
む
事
」
は
、
「
古
今
著
聞
集
」
巻
第

十
二
収
載
説
話
と
同
内
容
で
あ
る
。
た
だ
「
古
今
著
聞
集
」
冒
頭
文
で
「
産
所

 
ヘ
 
 
へ

へ
無
電
入
り
た
り
け
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
、
「
続
古
事
談
」
で
は
「
あ

 
 
 
ヘ
 
 
へ

る
所
へ
盗
人
い
り
た
め
け
り
」
と
な
っ
て
い
る
点
が
異
る
。

 
右
に
記
し
た
の
が
、
「
古
今
著
聞
集
」
と
「
続
古
事
談
」
と
の
文
章
上
の
小

異
で
あ
る
。
 
「
続
古
事
談
」
が
説
話
を
収
集
す
る
に
あ
た
り
、
多
く
「
古
今
著

聞
集
」
に
依
拠
し
た
と
い
う
こ
と
は
疑
う
余
地
の
な
い
事
実
で
あ
る
。
し
か
し

単
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
説
話
を
収
集
し
た
と
い
う
の
で
は
な
く
し
て
、
「
古
今

著
聞
集
」
か
ら
開
封
す
る
際
、
「
続
古
事
談
」
に
は
明
き
ら
か
に
推
敲
の
跡
が

見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
続
古
事
談
」
巻
一
第
四
「
疫
神
秀
句
を

憎
む
事
」
の
説
話
は
、
 
「
古
今
著
聞
集
」
巻
第
四
文
学
収
載
説
話
と
同
文
で
あ

る
が
，
、
「
続
古
事
談
」
末
に
は
、

 
 
私
云
。
右
乃
句
は
窮
境
異
心
大
将
を
辞
し
給
ひ
け
る
蒔
の
三
無
。
文
時
の

 
 
作
に
て
、
朗
詠
集
に
も
入
て
侍
り
。
下
の
句
は
量
水
浪
賢
察
征
慮
之
未
レ

 
 
仕
と
侍
る
。
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璽

と
い
う
文
が
附
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
「
続
古
事
談
」
巻
一
第
八
「
水
に
て
塔

を
つ
く
る
事
」
の
説
話
は
、
 
「
古
今
著
聞
集
」
耳
蝉
十
七
怪
異
第
三
話
「
同

じ
き
四
年
置
…
」
の
説
話
と
同
内
容
で
あ
る
が
、
「
古
今
著
聞
集
」
に
は
、
第

二
話
「
出
雲
国
…
…
」
の
説
話
が
あ
り
、
こ
れ
の
続
き
が
第
三
話
で
あ
る
。
 
「

続
古
事
談
」
は
、
 
「
古
今
著
聞
集
」
第
二
話
を
参
照
し
、
こ
れ
を
引
い
て
い
る

た
め
「
…
…
正
月
下
旬
に
、
出
雲
国
秋
鹿
郡
の
…
…
」
と
い
う
地
名
を
補
っ
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
ま
ほ
こ

い
る
。
 
（
但
し
、
 
「
古
今
著
聞
集
」
で
「
 
墓
 
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
 
「
続

古
事
談
」
で
は
「
槌
」
と
な
っ
て
い
る
。
）
次
に
記
す
の
は
推
敲
と
は
言
え
な

い
か
も
知
れ
な
い
が
、
「
続
古
事
談
」
巻
第
十
「
伊
豆
国
士
嶋
へ
鬼
来
る
事
」

の
説
話
は
、
「
古
今
著
聞
集
」
巻
第
十
七
変
化
第
十
二
話
「
承
安
元
年
・
・
…
・
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、

の
説
話
と
同
文
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
続
落
事
事
」
で
は
「
風
に
む
か
ひ
て
は

し
り
さ
り
ぬ
」
で
終
っ
て
お
り
、
「
古
今
著
聞
集
」
本
説
話
末
尾
の
「
同
十
月

十
四
日
國
解
を
か
き
て
、
お
と
し
た
り
け
る
帯
を
ぐ
し
て
、
国
司
に
た
て
ま
つ

り
た
り
け
り
。
件
帯
は
、
蓮
花
王
院
の
宝
蔵
に
を
さ
め
ら
れ
に
け
る
と
か
や
」

と
い
う
文
は
「
続
古
事
談
」
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
 
「
続
古
事
談
」
巻
四
第

十
四
「
小
野
の
小
町
か
事
」
は
、
「
古
今
著
聞
集
」
巻
五
八
四
十
一
話
「
小
野
小

町
…
…
」
の
説
話
と
同
内
容
で
あ
る
。
だ
が
、
「
古
今
著
聞
集
」
に
「
小
野
小

町
が
若
く
て
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
、
「
続
古
事
談
」
で
は
「
を
の
㌧
こ
ま

ち
わ
か
く
て
」
と
な
っ
て
お
り
、
「
も
て
な
し
あ
り
さ
ま
」
 
（
著
聞
集
）
が
「

も
て
な
し
け
る
あ
り
さ
ま
」
 
（
続
古
事
談
）
と
な
っ
て
い
る
。
 
「
が
」
．
「
け

る
」
が
入
る
か
入
ら
な
い
か
で
当
然
そ
こ
に
含
ま
れ
る
意
味
内
容
が
変
わ
っ
て

く
る
。
こ
の
場
合
、
文
章
の
上
か
ら
言
っ
て
、
 
「
が
」
の
存
在
は
と
も
か
く
と

し
て
、
 
「
け
る
」
は
な
い
方
が
よ
い
。
こ
の
場
合
は
推
敲
と
は
言
え
ま
い
が
、

い
ち
お
う
記
し
て
お
く
。
，

寛
延
四
年
版
「
続
古
事
談
」
に
つ
い
て
 
1
古
今
著
聞
集
説
話
伝
番
関
係
一

 
と
こ
ろ
で
、
『
続
古
事
談
」
編
者
は
、
「
古
今
著
聞
集
」
よ
り
説
話
を
収
集
す

る
に
あ
た
り
、
一
体
い
か
な
る
系
統
の
「
古
今
著
聞
集
」
を
参
照
し
た
の
か
と

い
う
疑
問
が
わ
く
。
周
知
め
如
く
、
 
「
古
今
著
聞
集
」
諸
本
に
つ
い
て
の
研
究

は
、
永
積
安
明
氏
が
「
古
今
著
聞
集
洋
本
考
」
 
（
昭
9
．
7
、
9
、
国
語
と
国

文
学
、
「
中
世
文
学
論
」
所
収
、
岩
波
書
店
、
昭
2
8
）
を
発
表
さ
れ
、
つ
い
で

永
積
安
明
・
島
田
勇
雄
両
氏
の
「
古
今
著
聞
集
」
 
（
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩

波
書
店
、
昭
4
1
）
で
詳
述
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
「
続
古
事
談
」
、
を
考
え
て
み
た

場
合
、
 
「
続
古
事
談
」
巻
四
第
一
「
行
基
菩
薩
湯
の
山
の
薬
師
如
来
に
あ
ひ
た

ま
ふ
事
」
は
、
'
「
古
今
著
聞
集
」
巻
帯
釈
教
「
行
基
菩
薩
…
…
」
の
説
話
と
同

文
で
あ
る
が
、
「
続
古
事
談
」
末
尾
の
「
か
り
そ
め
の
宿
か
る
我
を
今
更
に
物

な
思
ひ
そ
仏
と
を
な
れ
」
と
あ
る
行
基
の
和
歌
は
、
甲
射
乳
一
類
第
一
種
諸
本

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
註
4

の
う
ち
の
書
陵
部
蔵
e
本
（
永
積
氏
の
分
類
に
よ
る
）
 
「
古
今
著
聞
集
」
と
同

じ
で
あ
る
が
、
元
禄
三
年
木
版
本
は
、
「
仏
と
を
な
れ
」
の
部
分
が
「
仏
と
を

し
れ
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
続
古
事
談
」
巻
四
第
十
五
「
當
麻
の
曼
陀

羅
の
事
」
は
、
「
古
今
著
聞
集
」
巻
第
二
釈
教
「
當
麻
寺
の
…
…
」
説
話
と
同

、
文
で
あ
る
。
た
だ
し
「
続
古
事
談
」
本
説
話
に
見
る
四
句
の
偶
の
後
、
「
本
願

禅
尼
宿
願
力
に
よ
っ
て
」
と
し
る
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
永
積
安
明
氏
分
類

に
よ
る
書
陵
部
蔵
e
本
「
古
今
著
聞
集
」
で
は
「
本
願
禅
尼
宿
願
力
に
よ
り
て

」
と
い
う
本
文
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
よ
り
て
」
の
「
り
」
が
促
音
便
化

し
て
い
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
ほ
ば
同
文
と
い
え
よ
う
。
一
方
、
元

禄
三
年
木
版
本
「
古
今
著
聞
集
」
で
は
「
本
願
の
あ
ま
有
二
願
力
一
に
よ
り
」
と

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
続
古
事
談
」
巻
四
望
十
九
「
書
写
上
人
の
許
へ
冥
途

よ
り
使
た
つ
事
」
は
、
「
古
今
著
聞
集
」
巻
第
二
釈
教
「
い
つ
の
頃
の
こ
と
に

か
…
…
」
説
話
と
同
内
容
で
あ
る
が
、
こ
の
条
は
三
門
第
一
類
第
一
種
本
に
共
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●

通
し
て
存
在
す
る
「
此
一
段
以
竹
園
御
本
追
而
書
加
之
了
定
昭
僧
都
次
性
信
親

 
 
ニ

錦
上
有
之
」
と
い
う
奥
書
が
附
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
に
お
い
て

「
竹
園
御
本
」
が
ど
う
い
う
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
か
知
る
由
も
な
い
が
、
た

だ
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
「
続
古
事
談
」
編
者
が
、
「
竹
園
御
本
」
に
拠
っ
た
と

は
考
え
ら
れ
な
い
と
仮
定
し
た
場
合
、
と
に
か
く
「
以
竹
園
御
本
追
書
之
」
と

い
う
こ
と
以
後
の
本
に
よ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 
「
続
古
事
談
」
二
四
第

二
十
「
内
裏
女
房
ぬ
す
び
と
の
事
」
の
説
話
は
、
「
古
今
著
聞
集
」
巻
十
二
回

廊
「
隆
房
大
納
言
…
…
」
の
説
話
と
ほ
と
ん
ど
同
文
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
「

続
古
事
談
」
末
尾
で
は
「
ふ
し
ぎ
侍
り
け
る
」
と
い
う
の
が
、
宮
内
庁
書
陵
部

蔵
0
本
で
は
「
ふ
し
ぎ
侍
け
る
こ
と
よ
」
と
な
っ
て
お
り
、
元
禄
三
年
木
版
本

で
は
「
ふ
し
ぎ
侍
り
け
惹
ご
と
に
こ
そ
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
な
ど
は

明
確
な
判
断
は
下
し
得
な
い
状
態
で
あ
る
が
、
以
上
の
諸
点
か
ら
寛
延
四
年
版

「
続
古
事
談
」
は
、
少
く
と
も
そ
の
六
十
一
年
前
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
元
禄
三

年
版
「
古
今
著
聞
集
」
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
し
て
い
な
い
こ
と
は
事
実
で
、

あ
る
。
そ
し
て
本
書
の
「
叙
」
に
寛
延
四
年
目
い
う
年
号
が
記
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
「
叙
」
を
書
い
た
浪
華
真
疑
雲
水
子
と
「
続
古
事
談
」
編
輯
者
が
同
一

人
で
は
な
い
と
い
う
仮
定
に
立
っ
た
時
、
寛
延
四
年
以
前
に
本
書
が
存
在
し
て

い
る
わ
け
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
の
編
輯
者
は
何
か
の
形
で
「
古
今
著
聞
集
」
の

写
本
に
接
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
「
古
今
著
聞
集
」
巻
二
釈
教
奥
書
が

存
在
す
る
本
を
見
た
か
ど
う
か
ま
で
は
判
然
と
し
な
い
。
寛
延
四
年
以
前
の
「

古
今
著
聞
集
」
伝
本
も
勿
論
存
在
す
る
の
で
あ
る
が
、
「
古
今
著
聞
集
」
で
後

人
に
よ
る
追
記
抄
入
説
話
と
い
わ
れ
る
も
の
が
「
続
古
事
談
」
．
巻
一
第
六
「
賭

弓
の
日
右
近
の
馬
場
に
て
武
則
公
平
を
打
郷
す
る
事
」
・
巻
軸
第
九
「
加
茂
明

神
雅
経
の
嵜
を
め
で
給
ふ
事
」
・
筆
癖
十
二
「
小
式
部
の
内
侍
命
終
の
時
歌
よ

む
事
」
・
同
第
十
三
「
人
に
無
実
い
ひ
け
る
女
物
に
く
る
ふ
事
」
。
同
第
十
四

「
小
野
小
町
か
事
」
・
同
署
二
十
三
話
「
安
養
の
尼
の
も
と
へ
盗
人
い
る
事
」

と
合
計
六
話
が
採
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
断
っ
て
お
ぐ
。

 
以
上
、
寛
延
四
年
前
（
寛
延
四
年
五
月
の
「
叙
」
を
持
つ
）
 
「
続
古
事
談
」

は
、
 
「
古
今
著
聞
集
」
か
ら
四
十
二
話
、
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
か
ら
三
十
ご
話

を
取
材
す
る
と
い
う
、
つ
ま
り
合
計
七
十
四
話
す
べ
て
を
両
書
か
ら
採
録
し
て

い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
本
書
に
お
け
る
説
話
収
集
態
度
は
、
き
わ
め

て
安
直
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
た
だ
、
安
直
で
は
あ
る
も
の
の
、
文
芸
的
効
果

上
の
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
は
問
わ
な
い
と
し
て
、
「
古
今
著
聞
集
」
諸
説
話
と

の
比
較
検
討
の
条
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
「
続
古
事
談
」
編
者
な
り
の
推
敲
を

し
て
い
た
形
跡
は
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
、
 
「
古
今
著
聞
集
」
・
「
宇
治
拾
遺

物
語
」
よ
り
の
多
量
採
録
と
い
う
点
を
考
え
た
時
、
そ
れ
は
丁
度
、
一
条
兼
良

著
か
と
伝
え
ら
れ
る
「
寝
覚
記
」
が
「
十
忍
歩
」
よ
り
多
量
に
取
材
し
て
成
立

し
て
い
た
と
同
じ
く
、
本
書
は
、
第
二
の
「
古
今
著
聞
集
」
、
あ
る
い
は
第
二

の
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
と
称
す
べ
き
説
話
集
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

 
註
1
、
永
積
安
明
・
島
田
勇
雄
「
古
今
著
聞
集
」
 
（
日
本
古
典
文
学
大
系
8
4

 
 
 
 
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
一
年
）

 
註
2
、
小
林
忠
雄
「
寝
覚
記
新
考
」
・
（
日
本
文
学
研
究
、
昭
和
二
十
五
年
）

、
註
3
、
拙
稿
「
古
今
著
聞
集
説
話
配
列
方
式
」
 
（
立
教
大
学
日
本
文
学
、
昭

 
 
 
 
和
四
十
年
十
一
月
）

 
註
4
、
註
1
記
「
古
今
著
聞
集
」
 
（
解
説
）
参
照
。

 
 
 
 
．
（
拙
稿
を
記
す
に
あ
た
り
宮
本
瑞
夫
氏
か
ら
資
料
を
お
借
り
し
た
。

 
 
 
 
末
筆
な
が
ら
特
に
そ
の
旨
を
記
し
て
、
謝
意
を
表
し
た
い
）
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